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なんでも 南部分署
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2 2 教えて！村長さ ん

2 3 3 歳になったよ！

出生・ おく やみ・ 社協告知板

編集後記

2 4 南阿蘇カレンダー

南阿蘇村の
人口・ 世帯数

　 男　  4 ,81 1  （ ＋11）

　 女　  5 ,02 7  （ ＋15）

　 計　  9 ,83 8  （ ＋26）

世帯数 4 ,87 4  （ ＋31）

〈 令和8 年4 月3 0 日現在（ 前月比）〉

今 月 の 表 紙

熊本地震災害犠牲者南阿

蘇村追悼式の花祭壇。 犠

牲者を 偲び、 百合や蘭な

ど の生花が施さ れま し

た。
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平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら
、

こ
の
4
月
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

村
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
一
方

で
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
出
会
い

や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
温
か
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
支
援
に
助
け
ら
れ
、
村
は
一
歩
ず
つ

力
強
く
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
た
ち
へ
の
追
悼
の

思
い
を
胸
に
、
私
た
ち
は
こ
の
記
憶
や
経

験
、
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次

の
世
代
へ
と
語
り
継
い
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
村
で
は
4
月
16
日

に
「
熊
本
地
震
災
害
被
害
者
南
阿
蘇
村
追

悼
式
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
復
興
ま

で
の
歩
み
を
ふ
り
返
る
特
別
展
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目

に
村
内
で
行
わ
れ
た
追
悼
行
事
や
復

興
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
震
災
か
ら
の
教
訓
を
ふ
ま
え

た
取
り
組
み
な
ど
を
特
集
し
ま
す
。

〜
追
悼
行
事
と
復
興
イ
ベ
ン
ト
で
つ
な
ぐ
記
憶
〜

熊
本
地
震
か
ら
10
年
。
村
の
絆
と
歩
み
を
未
来
へ

特
集

KIO KU での復興祈念LIVE にて、
山々を 背景に演奏さ れる田尻さ ん
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４
月
２
日
、
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

K
I
O
K
U
に
て
、「
熊
本
地
震
10
年
復
興
祈
念 

L
I
V
E
」（
田
尻
大
喜
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
尻
さ
ん
は
世
界
で
活

躍
す
る
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー
で
、
ご
自
身
も
前
震
直

後
に
熊
本
に
入
り
、
本
震
を
経
験
さ
れ
た
当
事
者

で
も
あ
り
ま
す
。
以
来
、
熊
本
地
震
や
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
を
精
力
的
に
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
広
場
に
は
穏
や
か
な
バ
ラ
ー
ド
か
ら
明
日

へ
の
エ
ー
ル
を
送
る
曲
ま
で
、
情
感
豊
か
な
楽
曲
の

美
し
い
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
田
尻
さ
ん
は
「
震

災
後
も
10
年
後
の
現
在
も
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
で

南
阿
蘇
の
皆
さ
ん
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
❷
）

　
4
月
10
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
、
阿
蘇
立
野

ダ
ム
展
望
施
設
タ
テ
ッ
ト
施
設
内
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
て
、
村
の
復
興
の
歩
み
を
新
聞
記
事

で
振
り
返
る
特
別
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
阿
蘇
鉄
道
や
立
野
地
区
の
住
民
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、
村
の
復
興
に
関
連
し
た
新
聞
記

事
を
12
枚
の
パ
ネ
ル
に
収
め
、
こ
の
10
年
の
歩

み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
企
画
は
タ
テ
ッ
ト
の

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
始
ま
り
、
タ
テ
ッ
ト
に
訪

れ
た
人
々
が
施
設
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
展
示
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。（
写
真
❹
）

02
熊
本
地
震
10
年

復
興
祈
念 

L
I
V
E

04
新
聞
展
示
企
画

「
あ
の
日
の
キ
オ
ク
」

　
４
月
16
日
、
役
場
に
て
「
熊
本
地
震
災
害
犠
牲
者

南
阿
蘇
村
追
悼
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
遺
族
や
村
関
係
者
な
ど
約
90
人
が
参
列

し
、
祭
壇
を
前
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
犠
牲
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。（
写
真
❶
）

　
4
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で
、
役
場
1
階
ロ
ビ
ー

で
村
の
復
興
の
歩
み
を
振
り
返
る
特
別
展
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
村
民
を
は
じ
め
役
場
を
訪
れ

た
人
が
立
ち
寄
り
、
パ
ネ
ル
や
当
時
の
広
報
紙

を
眺
め
、
当
時
の
村
内
の
被
害
状
況
や
復
興
し

て
い
く
姿
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
震
災
を

経
験
し
て
い
な
い
人
に
も
熊
本
地
震
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
❸
）

01
熊
本
地
震
災
害
犠
牲
者

南
阿
蘇
村
追
悼
式

03
南
阿
蘇
村
復
興

ふ
り
か
え
り
展

❶1 0 年の想いを 胸に集まっ た参列者

❷ト ラ ン ペッ ト の音色を 楽し む観客

❸役場で行われた展示スペース

❹タ テッ ト での展示スペース

❶

❷

❹

❸
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▲有識者の話に耳を 傾ける 参加者

▲あそ望の郷く ぎのから 見えたブルーイ ン パルス

▲展示を 見て回る 来場者

05 地震ニ学ブ
（ 復興までの軌跡パネル展示）　

　 4 月2 9 日に、 旧立野小学校にて地震の経験を 未来へ伝える

復興までの軌跡パネル展示が開催さ れまし た。 こ の企画は立野

地域の自然や地震の記憶を 手掛かり と し て、 く ら し や防災につ

いて考える こ と を 目的に、 阿蘇火山博物館、 熊本大学のく まも

と サイ エン スカ フ ェ 、 九州電力水力開発総合事務所、 国土交通

省九州地方整備局阿蘇砂防事務所と 共同で行われまし た。

　 当日、 会場に訪れた人は展示を 巡り 、 それぞれの団体の視点

から 学びや気づき を 得ていまし た。

▲交流を 行っ た参加者

07 南阿蘇村復興祭

06 熊本地震10 年
『 熊本地震を未来へどう 語り 継ぐ か』 シンポジウム

　 ４ 月1 4 日、 熊本地震震災ミ ュ ージ ア ムKIO KU で、

震災の記憶と 教訓を 次世代へつなぐ ための特別シ ン ポ

ジウムが開催さ れまし た。「 今後の備えを 考える」を テー

マ にし た講演と 、「 熊本地震を ど う 語り 継ぐ か」 を テ ー

マに阪神・ 淡路大震災、 新潟県中越地震、 東日本大震災

の被災地で伝承者と し て活動し てこ ら れた３ 人を ゲス

ト に迎えパネルディ スカ ッ ショ ンが行われまし た。

　 会場には約6 0 人の参加者が集まり 、 震災の記憶を ど

のよう に未来へ繋ぎ、 語り 継いでいく かを と も に考える、

貴重な場になり まし た。

　 4 月19 日、 東下田公民館にて、 村で活動を 続けてき たボラ ン

ティ アグループ「 N G O 魅来ー笑顔届け隊」の主催で南阿蘇村復興

祭が行われまし た。

　 東日本大震災や能登半島地震など、 各地の被災地で活動を 共

にし たグループ のメ ン バーと 被災し た人たち から、「 震災から

1 0 年を 迎えた南阿蘇にも エールを 送り たい」 と さ まざ まな食材

が届けら れ、三陸と 能登の海産物や郷土料理が振る舞われまし た。

会場には地元集落を 中心に約5 0 人が集まり 、 県外から のボラ ン

ティ アと 地元の皆さ んが協力し て復興祭を 運営し まし た 。 復興

祭を 通じ て、 3 つの被災地を つなぐ 交流が実現し まし た。

み ら い

08
ブルーイ ンパルス
展示飛行
～熊本地震10年関連事業～

　 ４ 月1 1 日、 犠牲者への追悼と 復興への願いを

込めた展示飛行と し て、 航空自衛隊のブルーイ ン

パルスが村の上空を 通過し まし た。

　「 熊本地震1 0 年 復興そし て未来へ」を テーマに

6 機 が 力 強 く 空 を 飛 び、 震 災 ミ ュ ー ジ ア ム

KIO KU やあそ望の郷く ぎのでは多く の人が空を

見上げてブルーイ ンパルスに見入っ ていまし た。
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▲「 大地の讃歌」 を 大切に歌う 歌桜会のメ ン バー

10 歌桜会
　 毎日夕方6 時に村内の防災行政無線で流れる 村民の歌「 大地の

讃歌」。 こ の歌を 歌いたい、 多く の人に届けたいと いう 思いで集

結し 、 誕生し たのが「 みなみあそ歌桜会」 です。

　 地震で被災し たメ ン バーも いら っ し ゃ いま すが、 地震後は歌

を 通し て 村を 元気にし よ う と 精力的に活動を 続けて き ま し た 。

その想いが繋がり 、 4 月には、 全国放送で歌唱やイ ン タ ビ ュ ーを

受けら れる 映像が放映さ れまし た。 現在も 毎週金曜日の午前1 0

時から 2 時間、 久石にある如水館阿蘇分館で練習に励まれており 、

こ れから も イ ベント などで歌を 歌い続けていかれます。

09 黒川ウォ ーク
　 4 月2 5 日と 2 6 日の2 日間、 旧長

陽西部小学校・ 体育館を 拠点に、 当

時の記憶を たど る「 特別企画展」 と 、

復興の歩みを 感じ ながら 集落を 巡る

「 黒川ウォ ーク 」が開催さ れまし た。

　 企画展では東海大学の学生村から

のメ ッ セージなどの掲示や、 株式会

社無印良品の「 いつも のも し も 」 展

など、 防災と 記憶を テーマにし た展

示が行われまし た。

　 2 6 日に開催さ れた黒川ウォ ーク

では、 参加者が旧阿蘇大橋や集落内

を 巡り 、 会場にてのっ ぺ汁や高菜ご

はんの提供、 音楽ラ イ ブの鑑賞など

を 楽し みまし た。 その他にも 、 東海

大学に関わる 団体による 活動紹介や

セラ ピード ッ グと のふれあいなどで

交流を 深めまし た。

▲ガイ ド の案内で黒川を 巡る参加者

　地
震
を
含
め
、
自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
の
備

え
と
地
域
で
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
被
害
が
起
き
て

も
的
確
に
対
処
で
き
ま
す
。
災
害
時
に
は
「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
の
3
つ
の
視
点
が
大
切
で
す
。

■
自
助
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分
自
身
や
家
族
を

守
る
行
動
で
す
。
日
頃
か
ら
の
備
え
が
命
を
守
る

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

（
例
）

・
家
の
耐
震
・
防
災
点
検

・
非
常
持
出
袋
の
準
備
（
飲
料
水
、
食
料
、
懐
中

電
灯
、
救
急
用
品
な
ど
）

・
避
難
経
路
や
避
難
場
所
の
確
認

　な
ど

　村
内
で
も
、
災
害
時
の
行
動
を
見
直
す
た
め
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
共
助
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　地
域
や
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
住
民

同
士
が
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
で
す
。
日
頃
か

ら
周
囲
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

（
例
）

・
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
声
か
け

・
避
難
所
で
の
運
営
協
力

　な
ど

　村
で
は
、
住
民
の
顔
が
見
え
る
関
係
性
を
よ
り

深
め
、
共
助
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
目
的
と
し
て
、

各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
「
自
主
防
災
組
織
」
の
訓

練
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
公
助
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
公
的
機
関
が
行
う

支
援
の
こ
と
で
す
。

（
例
）

・
避
難
所
の
開
設
や
物
資
支
援

・
救
助
活
動
（
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
）

・
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

　な
ど

　村
は
災
害
時
に
備
え
、
一
例
と
し
て
次
の
よ
う

な
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

・
B
＆
G
財
団
と
防
災
協
定
を
締
結
。
役
場
駐
車

場
内
に
防
災
倉
庫
を
整
備
し
、
機
材
が
配
備
さ

れ
、
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
県
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会
と
「
災
害
時
に
お
け
る

物
資
及
び
サ
ー
ビ
ス
等
供
給
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
。
災
害
時
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
避
難
所

へ
出
向
き
、
温
か
い
食
事
を
優
先
的
に
提
供
し
、

避
難
生
活
の
環
境
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
災
害
に
備
え
、「
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
」
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
し
た
際
、
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
ま
す
。
正
確
な
情
報
を
確
認
し
て
、
周
囲
の

人
と
協
力
し
な
が
ら
、
そ
の
時
・
そ
の
場
所
に
応

じ
て
安
全
に
動
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　震
災
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
周
囲
の
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
々

何
気
な
く
過
ご
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
災
害
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
、
万
一
に
備
え
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
役
割
を
理
解
し
、
日
頃
か
ら

準
備
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　熊
本
地
震
の
教
訓
を
、
私
た
ち
自
身
の
さ
ま
ざ

ま
な
想
い
と
と
も
に
未
来
へ
と
受
け
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
る 

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ
い
て
〜

教

訓
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